
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ３００３ 

令和５年度 工業科（理工学科） 

 

教科 工業 科目 地球環境化学 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 地球環境化学 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

地球における環境問題は、今後の工業にとっての大きな課題といえます。地球環境化学は将来化学

技術者として必ず必要になるであるいろいろな環境技術について学習していきます。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

地球の成り立ちから現在の環境問題全般に関する基礎的な知識を習得し、化学技術者として必要と

なる環境調査や環境保全技術について理解することで、産業活動を進めていく能力と態度を育成す

る。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

地球環境に強い関心

を持ち、意欲的に課題

を追求するとともに、

自ら課題の解決に向

けて考える態度が身

についている。また、

化学技術者としての

在り方、生き方につい

て考え、自らの行動と

地球環境との関連性

について考える態度

を身に付けている。

   

 地球環境の諸問題

を様々な観点から、総

合的にとらえ考察す

ることができ、発生の

原因・背景と人間の生

産活動・経済活動との

関連をとらえること

ができる。このことを

踏まえて、次世代に向

けて地球環境に対し

て責任を持った考え

方を表現することが

できる。 

  

   

地球環境問題につい

て、多面的に資料を

収集し、比較検討す

ることができる。ま

た、環境問題解決の

ための適切な項目お

よび調査・測定・分

析方法を実習と関連

付けて活用できる。

  

   

地球環境の成り立ち

からその仕組みにつ

いて知り、大気・水

域・土壌・生態系、

それぞれについて基

礎的な知識を持ち、

問題点を理解してい

る。また、これらの

問題点を分析するた

めの調査方法に関す

る基礎知識を持ち、

環境保全技術に関す

る知識・技術を理解

している。 

  

  



 

※令和３年度以前入学生用 

評
価
方
法 

学習状況の観察  

各定期考査（年５回） 

出席状況  

提出物  

（ノート、プリント

等）  

学習状況の観察  

各定期考査（年５回） 

出席状況  

提出物  

（ノート、プリント

等）  

学習状況の観察  

各定期考査（年５回） 

出席状況  

提出物  

（ノート、プリント

等）  

学習状況の観察  

各定期考査（年５回） 

出席状況  

提出物  

（ノート、プリント

等）  

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 
学 
期 

第 

４ 

章 

環境の調査 

  

 ・調査の目的と方法  

 ・大気の測定  

 ・水質の測定  

 ・土壌の測定 

  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

a:各種環境調査・測定・分析に

ついて、興味・関心をもって取

り組もうとする意欲を持って

いる。また、個々の測定原理に

関心を持ち、様々な人間活動の

中で、環境保全に注意を注ぐ態

度が身についている。 

b:環境の調査項目、調査方法及

び分析方法について比較し、適

切な方法について判断できる。

また、分析・調査結果を適切に

考察し、適切な判断ができる。 

c:環境調査を実施する技能を

持ち、調査結果およびそこから

得られる情報を的確に整理し

表現できる。  

d:環境調査に関する基礎的な

知識を身に付け、原理を知って

その意義を理解している。ま

た、調査、測定結果について適

切な評価をすることができる。 

学習状況の 

観察  

定期考査  

出席状況  

提出物  

（ノート  

 プリント等） 

等  

  



 

※令和３年度以前入学生用 

２ 

学 

期 

第 

５
・６ 

章 

環境の調査保全技術  

 ・排ガスの処理  

 ・排水の処理  

 ・ 生産技術 と環境保全

   

廃棄物と環境  

 ・廃棄物の現状  

 ・廃棄物の処理と有効利用

   

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

a:汚染物質を除去する取り組

みや汚染物質の発生を最小限

に抑える生産技術に関心を持

ち、様々な人間活動の中で、環

境保全に注意を注ぐ態度が身

についている。  

b:環境保全に関する基本的な

技術・原理を知り、保全に必要

な状況において、自ら適切な対

策について考え、判断し、行動

することができる。  

c:様々な産業分野で実際にと

られている環境保全対策につ

いて、資料収集や実地調査を行

い、個々の対策の工夫されてい

る点、解決すべき問題点につい

て把握することができる。 

d:生産における、汚染物質除去

や排出防止といった技術とそ

の意義を環境負荷の低減とい

う観点から理解している。

  

学習状況の 

観察  

定期考査  

出席状況  

提出物  

（ノート  

 プリント等） 

等  

３ 

学 

期 

第 

７ 

章  

持続可能な社会構築のため

の仕組み   

 ・環境問題への取り組み 

 ・環境の管理と評価 

  

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:過去に発生した環境問題、今

後発生が予想される問題につ

いて関心を持ち、主体的に解決

策を探求する態度が身につい

ている。  

b:様々な環境問題がどのよう

に発生し、それに対して法律が

どのように整備されたか、さら

に今後、どのような取り組みが

なされていくかを知り、考え方

を振り返り、見直すことができ

る。  

c:環境対策関連の法令を各種

資料やインターネットで調査

したり、法令成立の背景を調べ

ることができる。  

d:環境に関する条約や、環境対

策関連の法令が成立した背景

から、その法令の持つ意味や役

割を知り、将来世界が進むであ

ろう方向性についての理解を

深めている。  

学習状況の 

観察  

定期考査  

出席状況  

提出物  

（ノート  

 プリント等） 

等  

 



 

※令和３年度以前入学生用 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


